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令和５年度第１回八千代市図書館協議会 会議録 

 

１ 開催日時 

令和５年１１月１４日（火） 午後２時００分から午後３時５０分まで 

 

２ 開催場所 

八千代市教育委員会 ２階 大会議室 

 

３ 出席者 

◇八千代市図書館協議会委員  

委員長        大木 めぐみ  

副委員長    飯田 良 

委員         長島 秀一 

委員         中村 史子 

委員         築山 敏子 

委員         矢野 佳代子 

委員         内田 玲香 

委員               寒河江 達雄 

 

◇事務局 

教育長 小林 伸夫 

教育次長 春田 泰宏 

生涯学習振興課長 齋田 忠徳 

生涯学習振興課主幹 大野 光弘 

中央図書館副主幹 徳尾 美佳 

中央図書館主事 曽根 恵 

大和田図書館長 荒井 裕子  

八千代台図書館長 仲村 美奈子 

ＴＲＣ八千代中央図書館長 （株）図書館流通センター職員 片村 瞬 

勝田台図書館長 （株）図書館流通センター職員 池田 優加理 

緑が丘図書館長 （株）図書館流通センター職員 森本 三七男 
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４ 公開又は非公開の別 

公開 

 

５ 傍聴人定員及び傍聴人数 

傍聴人定員 ５名   傍聴人数 １名 

 

６ 議 題 

（１）委員長並びに副委員長の選出 

（２）令和４年度事業報告 

（３）令和５年度上半期事業報告 

（４）その他 

 

７ 会議資料 

（１）令和５年度第１回図書館協議会次第 ※当日配布 

（２）八千代市図書館協議会委員名簿及び席次表 ※当日配布 

（３）令和５年度上半期事業報告 

（４）図書館年報（２０２３年度） 
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発言者 発言内容 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林教育長 

 

それでは，定刻となりましたので始めさせていただきます。 

本日の進行を務めさせていただきます，中央図書館副主幹の徳尾

です。よろしくお願いいたします。 

本日は，お忙しい中お集まりいただき，誠に有難うございます。

なお，中村唯委員，天正委員につきましては，本日は欠席のご連絡

をいただいております。 

会議に先立ちまして資料の確認をさせていただきます。 

まず，既に送付させていただいております「令和５年度上半期事

業報告」，「図書館年報（２０２３年度版）」の２点，本日配付さ

せていただきました「令和５年度第１回図書館協議会次第」，「八

千代市図書館協議会委員名簿及び席次表」並びに「図書館年報の正

誤表」となります。不足の資料はございませんでしょうか。 

傍聴人の方にお知らせいたします。会議資料の閲覧につきまして

は，会議中のみの閲覧に供し，会議終了後に回収させていただきま

すので，よろしくお願いいたします。なお，会議資料を希望される

場合には，複写料を頂戴いたしますので，ご了承ください。 

本会議は，八千代市図書館協議会運営規則第３条第２項の規定に

より，委員の半数以上の出席で成立いたします。本日は，１０名の

委員のうち８名にご出席いただいておりますので，会議は成立とな

ります。 

この図書館協議会は，図書館の運営に関し館長の諮問に応ずると

ともに，図書館の行う奉仕について，館長に対して意見を述べる機

関となりますので，会議の中でご意見がございましたら，ご発言く

ださい。 

また，本会議は「八千代市審議会等の会議の公開に関する要領」

に基づき，会議が公開となることから，会議録作成のため録音をさ

せていただきますので，ご了承願います。ご発言の際は，お手元の

マイクの銀色のボタンを押してからご発言いただきますようお願い

いたします。 

それでは，これより令和５年度第１回八千代市図書館協議会を開

催いたします。初めに教育長より挨拶をお願いいたします。 

こんにちは，教育長の小林でございます。 

本日は，お忙しい中，令和５年度第１回八千代市図書館協議会に 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご出席いただき，誠に有難うございます。 

委員の皆様には，本年７月から２年間の任期で委員をお受けいた

だきましたこと，改めてお礼申し上げます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

さて，図書館は様々な資料や情報の提供を通じて，市民の皆様の

学習支援及び生涯学習を行うための施設であり，市直営２館と指定

管理者による３館の５館が連携し，迅速な資料提供，レファレンス

サービス等を行っております。 

また，市民の皆様が利用しやすい図書館を目指すとともに，おは

なし会や各種講座等のイベントを行うことで，利用促進や読書活動

の普及に努めております。 

今年度は，大和田図書館別館屋根等改修工事を行う他，中央図書

館開設時に導入予定であった自動出納書庫の整備に着手しておりま

す。この自動出納書庫が，令和７年２月に運用が開始されれば，利

用者への図書の提供が迅速に行われることとなります。  

これからも多くの市民の皆様にご利用いただけるよう，より良い

図書館サービスを提供していきたいと考えております。 

本日は，令和４年度の事業報告，令和５年度上半期の事業報告等

を予定しております。委員の皆様におかれましては，是非，忌憚の

ないご意見をお願いいたします。簡単ではございますが，挨拶とさ

せていただきます。本日は，よろしくお願いいたします。 

有難うございました。 

次に委員の皆様をご紹介させていただきます。お名前をお呼びい

たしますので，一言お願いいたします。 

（ 委員紹介 ） 

委員の皆様，どうぞよろしくお願いいたします。続いて事務局を

紹介いたします。 

（ 事務局職員紹介 ） 

以上となります。 

なお，教育長につきましては，この後，公務がございますので，

ここで退席とさせていただきます。 

それでは，議題（１）「委員長並びに副委員長の選出」になりま 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齋田課長 

 

 

 

中村委員 

齋田課長 

 

大木委員 

齋田課長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

す。本日は，委員の改選後，初めての会議となるため，議長となる

本協議会の委員長が選出されておりません。委員長は，八千代市図 

書館協議会運営規則第２条第１項により，委員の互選によって決定

することになっておりますので，仮議長を立てまして議事を進行し

たいと思います。仮議長の選出については，事務局に一任していた

だけますでしょうか。 

（ 一同異議なし ） 

有難うございます。 

それでは，仮議長は生涯学習振興課の齋田課長にお願いしたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

仮議長を務めさせていただきます生涯学習振興課の齋田でござい

ます。それでは，議題（１）「委員長並びに副委員長の選出」にな

りますが，どなたか立候補あるいはご推薦はございませんか。 

はい，中村委員どうぞ。 

委員長に｢女性の日記から学ぶ会｣の大木委員を推薦いたします。 

他にご推薦ございませんでしょうか。 

大木委員「委員長」をお引き受けいただけますでしょうか。 

皆さんのご要望ということであれば，お引き受けします。 

大木委員より，ご了承いただきました。 

委員の皆様，ご承認いただけますでしょうか。 

（ 承認 ） 

それでは委員長は，大木委員にお願いしたいと思います。 

ご協力有難うございました。委員長が決定いたしましたので，こ

れで仮議長の任を解かせていただきます。 

ここで，２時２０分まで休憩といたします。 

＜ 休憩 ＞ 

休憩前に引続き協議会を再開いたします。 

ここからの議事進行については，八千代市図書館協議会運営規則 
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大木委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田委員 

 

大木委員長 

 

 

 

 

 

 

 

飯田委員 

 

 

 

 

 

 

第３条第１項の規定により，大木委員長に議長をお願いしたいと存

じます。一言ご挨拶をお願いいたします。 

「女性の日記から学ぶ会」の大木と申します。よろしくお願いし

ます。 

名簿を拝見しましたら確かに私が３期目なので，いつの間にか古

株になっていました。ずっとお世話になっていますし，大好きな図

書館で何かの役割が果たせたらと思ってまいりました。 

ここ数年のパンデミックで，協議会も開催されませんでしたが，

でも，そういう時だからこそ，図書館の優位性や重要性が有るので

はないでしょうか。皆さんとこの協議会を中心に，図書館について

考え，より良い方向に持っていけたらと思っておりますので，どう

ぞ，よろしくお願いいたします。 

それでは，次に副委員長の互選になりますが，どなたか立候補あ

るいはご推薦はございますか。 

はい，飯田委員お願いします。 

もし，どなたもいらっしゃらないようでしたら，私も２期目に入

っておりますので，務めさせていただければと思います。 

有難うございます。 

飯田委員から副委員長への立候補がございました。皆様いかがで

ございましょうか。 

 （ 承認 ） 

有難うございます。 

飯田委員から立候補をいただき，皆様のご承認もいただけました

ので，副委員長の飯田委員から一言ご挨拶をお願いいたします。 

秀明大学の飯田と申します。私は，学校現場と教育行政で３７年

間，国語教育を中心にやってきまして，今の秀明大学は，５年目に

なります。 

やはり子供達にとって図書館は，とても大事な存在だと思ってい

ますし，最近，図書館に行くとご高齢の方が本当に沢山いらっしゃ

って，まさに生涯学習の場という意義もあるのかなと実感していま

す。より良い図書館とは，どのようにあるべきなのかという事に， 
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大木委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少しでも関われればと思っていますので，どうぞ，よろしくお願い

いたします。 

有難うございました。 

それでは，議題に移らせていただきます。議題（２）「令和４年 

度事業報告」について，事務局よりご説明をお願いいたします。 

令和４年度の事業について報告いたします。 

図書館年報の１３ページ，令和４年度報告に沿って説明をいたし

ます。活動状況といたしましては，５館で合計９５万１,８２３冊

の貸出があり，市内に所蔵している資料と未所蔵の資料の予約を合

わせたリクエスト処理件数は，２４万７,００１件になります。 

講座・イベントにつきましては，各図書館の状況に応じて，新型

コロナウイルス感染症対策を講じた上で，５館合わせて１,３０９

回開催し，延べ２万３,４５９名の参加がありました。 

次に，旧大和田図書館本館解体工事についてですが，老朽化し耐

震性が不足しているため，使用中止としていた旧大和田図書館本館

の解体工事を行いました。解体工事施工後の跡地は，当該施設利用

者の駐車場として整備いたしました。 

次に，八千代台図書館階段室等改修工事ですが，平成３０年度に

行った耐震診断の結果，地震発生時に屋上の煙突及び階段室のコン

クリート壁が倒壊する可能性があることが判明したため，令和４年

１２月１日から３か月間にわたり改修工事を行いました。工事期間

中は，利用者の安全確保のため，施設への立入りを禁止とし，代替

措置として八千代台公民館のロビーに臨時窓口を設けて，資料の貸

出・返却及び予約受付等を行いました。 

また，八千代市立図書館５館が，社会教育の進展に貢献した功績

が認められ，社会教育の部で千葉県教育功労者表彰を受賞いたしま

した。 

３２ページになりますが，図書館では，八千代市在住の全ての赤

ちゃんに絵本を贈るブックスタート事業を実施しています。絵本を

きっかけに親子の心ふれあうひとときを過ごせるように，８９７冊

の絵本を配布いたしました。 

以上をもちまして説明を終わります。 

続きまして，中央図書館・大和田図書館・八千代台図書館・勝田

台図書館・緑が丘図書館の順に各館の事業報告（主催事業）をいた 
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片村館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

します。なお，大和田と八千代台は，市が直営で管理運営を行って

おり，中央・勝田台・緑が丘は，指定管理者が管理運営を行ってお

ります。中央図書館長からお願いいたします。 

それでは，中央図書館の令和４年度の事業報告を行わせていただ

きます。年報の２７，２８ページをご覧ください。緩和はされまし

たが，新型コロナウイルス感染症対策を念頭に置いた上で，マスク

の着用，アルコールによる手指の消毒，イベント会場の入場時の体

温計による検温の実施等，参加者の安全を第一に考え開催してまい

りました。主だった事業３点につきまして，ご報告をさせていただ

きます。まず，１点目といたしまして「steAmPlayground（スチー

ムプレイグラウンド）」を行いました。資料につきましては，２８

ページ上から３行目でございます。スチームプレイグラウンドは，

昨今，小学校でプログラミング事業が必須になったことから，スチ

ーム教育という言葉を耳にするようになりました。 

スチームとは，「STEAM」という頭文字になります。サイエン

ス，科学の「Ｓ」，テクノロジー，技術の「Ｔ」，エンジニアリン

グ，物作りの「Ｅ」，アート，芸術の「Ａ」，マセマティクス，数

学の「Ｍ」，この５つの英単語の頭文字を組み合わせた教育概念と

なっております。この５つの分野の学習を通しまして，今後のＩＴ

社会に適合した人材を育てていく教育方針となっております。例え

ば３D プリンターの使い方やレゴブロックにマイクロコンピュー

ターを組込んで，車の形をしたレゴを動かしたり，一定時間，壁に

ぶつかっている場合は，右へ移動するように，プログラミングをし

て，レゴを実際に動かしてみる講座を開催いたしました。 

また，中央図書館では，ご覧になった方も多いかと思いますが，

入り口エントランスに非常に大きなガラスの壁面がございまして，

そこを使った装飾イベントを行っております。主に，読書週間振興

行事として，秋の読書週間ですとか，季節のイベント，ハロウィー

ンやクリスマス等にちなんだ装飾をしております。例えばハロウィ

ーンでしたら，カボチャの形をした紙に，ご自身のおすすめの本を

書いて，壁に張って紹介をするとともに，みんなで壁を装飾してい

く参加型のイベントを開催いたしました。 

また，「本だいすき！の会」の矢野委員にも来ていただいており

ますが，ボランティアの方と協働いたしまして，毎日，おはなし会 
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荒井館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲村館長 

 

 

 

 

 

 

 

を開催しております。 

開催できているイベントにつきましては，地域のボランティアの

方々との連携が非常に効果を上げていると思っています。 

簡単ではございますが，中央図書館の主だった事業について，ご

説明させていただきました。 

大和田図書館の令和４年度の事業について，ご報告いたします。 

年報の２９ページになりますので，ご覧ください。図書館は，公

民館との複合施設であることから，公民館との連携に努め，共催事

業や講習室の部屋をお借りしてイベントを開催しております。 

また，同じ敷地内にあります２階建ての別館は，児童室として使

用しております。１階は，絵本の読み聞かせ等ができるおはなしコ

ーナーがあり，主に絵本を配架しております。２階には，小学生か

ら中学生を対象にした物語や調べ学習の本を配架しています。 

別館の隣が公園であることから，親子連れでの来館が多いため，

児童や親子を対象とした行事を中心に開催いたしましたが，まだ，

コロナ禍の影響が続いており，保育園の園児達がまとまって来館で

きない状況でありました。 

児童を対象とした行事といたしましては，スタンプラリー等を多

く開催いたしました。１番下の「ブックマイスター」は，通年のス

タンプラリーの行事になっております。これは，読んだ本のタイト

ルの頭文字の五十音にスタンプを押していきまして，五十音全てに

スタンプがそろうと手作りのプレゼントがもらえるイベントです。 

一般対象の事業といたしましては，公民館の講習室をお借りし

て，時間を区切って３０分，１０名ずつという形でブックリサイク

ルフェアを開催いたしました。 

大和田図書館の令和４年度の事業報告は以上となります。 

八千代台図書館の令和４年度の事業をご報告いたします。 

昨年度におきましても感染対策を講じながら，おはなし会や夏休

みの子供向けイベントを開催いたしました。実施した内容につきま

しては，年報の２９，３０ページに記載されているとおりです。 

先程，事務局から説明がございましたが，昨年１２月から今年の

２月末までの３か月間，階段室等の改修工事を行いました。利用者

の方々の安全を考慮し，図書館を閉館いたしましたが，その間の貸

出業務等を継続するため，八千代台公民館に臨時窓口を設置させて 
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いただきました。工事は，予定どおり完了し，３月から図書館での

運用を再開いたしました。また，イベントにつきましても公民館の

ご協力がいただけたおかげで，部屋をお借りして，おはなし会や手

作り講座等を継続して行うことができました。 

以上で八千代台図書館からの報告を終わります。 

勝田台図書館から報告させていただきます。 

前年度に引き続き，新型コロナウイルスの感染対策を講じた上

で，運営をさせていただきました。事業報告につきましては，年報

の３０，３１ページに記載があるとおり実施いたしました。 

勝田台図書館は，交通の要所にあり特に高校の通学路の途中にご

ざいます。その兼ね合いもありまして，ティーンズ向けのサービス

をより良くしていこうということで，近隣のわせがく高等学校や八

千代高等学校の生徒さんにポップ作りをお願いしまして，若い方向

けの本が，より多く利用していただけるように，展示を工夫してま

いりました。それ以外にも，町探検等は，近隣の小学校，中学校さ

んに来ていただきまして，図書館をより知っていただくために，職

員全員で協力して事業を行っております。 

また，高齢の利用者が多く，第２のリビングのように使われてい

る方もいらっしゃるため，高齢者に対する図書館サービスも強化し

ております。 

事業一覧にあります「回想サロン」になりますが，こちらは読売

新聞社が提供しております，昔の資料・写真が収められた DVD を

見ながら，参加者の方々で，あの時代はこうだったよね，という風 

にいろいろと昔の思い出を話合っていただくことにより，高齢者の

方が，生き生きとして過ごせるようなイベントとなっております。 

それ以外にも，本を読むことが難しい方に向けた朗読のイベント

を行っており，こちらも利用者の方から好評を博しておりまして，

今年度も続けて実施した次第でございます。 

以上で勝田台図書館からの報告を終了いたします。 

緑が丘図書館からご報告いたします。 

お手元の資料３１，３２ページにかけて事業報告がございますの

で，この中から，かいつまんでお話しをさせていただきます。 

まず，３１ページの朗読劇ですが「八千代朗読劇団」という劇団

が八千代市にございまして，そちらの団体とコラボレーションして 
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事務局 

大木委員長 

実施いたしました。「食」をテーマとして，劇団が朗読を行いまし

て，それに合わせて図書館でも「食」というテーマで展示をいたし

ました。志賀直哉，向田邦子の作品とともに，碧野圭先生の作品も

朗読いたしました。その際，碧野先生が見学に来られまして，非常

にサプライジングな朗読劇でございました。 

それから，一般向けに DVD 上映会を開催しております。これが

思いのほか，ご高齢の方に人気でございます。 

また，視覚障害者，聴覚障害者の方も一緒に鑑賞できるように

「バリアフリー映画会」を年に１度開催しておりまして，昨年は，

障害をお持ちの方３名と介助の方３名を含めた，２１名の参加があ

りました。身体障害者福祉会の皆さんと連携させていただきまし

て，障害をお持ちの方への事前告知も行っております。 

それから，児童向けになりますが，おはなし会を毎日実施してお

りまして，月に２５回程度になりますが，そのうちの半分は，ボラ

ンティアの皆さんに行っていただいております。「本だいすき！の

会」の皆さんや他のボランティアさんにも手伝っていただいてお

り，大変有難く思っております。 

また，３２ページの「だいすき東葉高速鉄道！」というイベント

でございますが，東葉高速鉄道とコラボして３回目の開催となりま

す。子供達に東葉高速鉄道の電車に乗っている絵を描いてもらっ

て，その絵を緑が丘駅構内に展示していただく催しを行っていま

す。そして「駅のここが気になる」というイベントでは，鉄道に関

する質問を子供達に出してもらい，それを駅員の皆さんに回答して

いただくということも行っております。 

また，連携事業になりますが，萱田中学校とコラボして文芸部の

皆さんにおはなし会を開いていただいています。そのことから図書

館では生徒さんを指導することも行っております。 

他にも「調べる学習コンクール」の開催にともない，調べる学習

の進め方について，新木戸小学校をはじめ，３校の小学校へ出張授

業を行いました。 

以上で活動報告を終わります。 

事務局からの議題（２）の説明は以上となります。 

有難うございました。 

ただいまのご説明に関しまして，皆様の中で何かご質問やご意見 
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等ございますか。ございましたら挙手をお願いいたします。特に無

いようですので，続きまして，議題（３）「令和５年度上半期事業

報告」について事務局より，ご説明をお願いいたします。 

中央図書館から順に説明をさせていただきます。 

中央図書館より上半期の事業報告を行います。 

市内図書館の中核館として，利用者への資料貸出の他，生涯学習

支援施設としての役割を果たすことを基本方針としております。具

体的な施策といたしましては，利用者全員に等しく平等であり，国

籍や障害等が，図書館利用や資料へのアクセスに妨げられることの

無いよう，活字が大きい「大活字本」や「点字付きのユニバーサル

デザイン絵本」の配架及び英語・スペイン語・ポルトガル語等，母

国語が日本語以外の方々のために「外国語の利用案内」の設置，コ

ミュニケーションが簡単にとれるように，イラストを指差し示すこ

とで，ご自身が何をしたいのか意思表示ができる「図書館用コミュ

ニケーションボード」をカウンターに設置する等の配慮を行ってお

ります。 

続きまして，事業内容をご説明いたします。主だったものとし

て，３点挙げさせていただいております。まず，資料のデジタルア

ーカイブ化事業になります。図書館が担う重要な役割として，地域

固有の郷土資料等を収集保存し，その資料を利用に供することによ

って多方面で役立てることが挙げられます。保存といった意味で

は，現物を所蔵することが難しい場合でも，デジタルアーカイブ化

することにより，インターネットから閲覧データへ簡易にアクセス

ができます。８月には郷土博物館と協働して博物館所蔵の古地図を

デジタルアーカイブ化いたしました。実物の古地図等の展示品は，

一定の距離を保ち鑑賞をするため，細かい文字まで明確には読めま

せんが，デジタル化することにより，古地図を拡大して読むことが

でき，何が書かれているのかを知ることができます。また，土器等

も実物を触ることはできませんが，全方位から写真撮影をして，デ

ジタル化することで，例えば壺の裏側，内側や記されている文字，

模様等の詳細をインターネット上に公開することで，調査・研究に

活用していただけます。閲覧数につきましては，８月時点で３,０

００件を超えており，一定の需要があることがうかがえます。郷土

資料は，その地域でしか情報収集できない性質をもっているため， 
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重要性を考慮し今後もデジタルアーカイブ化を進めてまいりたいと

考えております。 

続きまして，図書館を使った調べる学習コンクールの開催及び支

援事業の実施についてご説明させていただきます。 

今年度で第８回目となりました八千代市図書館を使った調べる学

習コンクールを開催する中心館として，保護者向けの説明会や教員

向けに調べる学習の進め方の研修を行うとともに，児童生徒を対象

に調べる学習の進め方について，学んでいただく出張事業を行いま

した。昨年度は，当地域コンクールから全国コンクールへ推薦した

作品が，優秀賞である NHK 賞を受賞した他，優良賞に４作品が入

賞する等，年々作品の質も向上していると思われます。なお，今年

度の地域コンクールは，１０月２０日に最終審査会を行い，入賞作

品を決定いたしまして，１２月９日に表彰式を行います。応募作品

数は４,１００作品となり，昨年度の３,７００作品よりも，およそ

４００作品以上増えております。非常に多くの皆様に取組んでいた

だけたと思っております。今後も児童生徒の皆様の学習支援として

取組んでいきたいと思っております。 

続きまして，託児サービスについてご説明させていただきます。

子育て支援として，週に２回，火曜日と金曜日の午前１０時１０分

から１１時までと１１時１０分から１２時までの２部制で行ってお

ります。保育士３名の方が，中央図書館で託児を行っております。

開館前から託児のための列ができるといった状態で非常に好評をい

ただいております。今後も子育て世代の方々が，気兼ねなく図書館

を利用できるような環境づくりに努めてまいります。 

以上で中央図書館の上半期事業報告でございました。 

大和田図書館から報告させていただきます。 

基本方針につきましては，令和４年度と同じく公民館との連携に

努め，児童や親子を対象とした行事に力を入れて図書館サービスを

行っております。事業内容といたしましては，おはなし会は，４歳

から小学生が対象で，毎週日曜日と月に１度水曜日の午後，主に市

教研の日に開催しています。その他，「赤ちゃんと楽しむ絵本の

会」，「親子で楽しむ絵本の会」を月に１回，第２水曜の午前中に

開催しております。 

また，大和田公民館との共催事業として，８月には３歳程度の幼 
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児と両親を対象に「親子でチャレンジ」を実施いたしました。講師

のアドバイスを受けながら，親子で一緒に和紙に絵を描くイベント

で，作品はおはなしコーナーに展示いたしました。１１月にも同じ

講師を招いてイベントの開催を予定しております。 

９月に実施いたしました「ぬいぐるみおとまり会」は，コロナ禍

のため４年ぶりの開催でしたが，募集後すぐに定員に達しました。

初日におはなし会を開催し，ぬいぐるみをお預かりして，２日後の

来館の際に，親子でアルバムを作成いただき，ぬいぐるみをお返し

いたしました。 

通年事業として「５０音ブックマイスター」を実施しており，こ

ちらは上半期では５２名の参加がありました。 

保育園との連携事業としては，園児が６月から再び来館していた

だけるようになったことから，毎月おはなし会を実施しておりま

す。夏の暑い時期には，職員が保育園へ出向き，おはなし会を実施

しております。 

一般を対象としたイベントといたしましては，ブックリサイクル

フェアを大和田公民館の講習室をお借りして，２回開催いたしまし

た。１回目は６月に開催し，提供冊数２,２８０冊のうち，３０７

冊を配布いたしました。２回目は７月に行い，提供冊数２,５６６

冊に対し，７９７冊の配布となりました。 

本の展示につきましては，一般室，児童室ともに毎月テーマを変

えて実施しております。併せて，館内も季節の飾り付けを行ってお

りますが，児童室のお話コーナーでは，壁面に折り紙を貼る飾り付

けに，来館した子供達に参加していただいております。秋には，赤

や黄色の折り紙の葉っぱを貼っていただきました。 

以上，大和田図書館からの報告になります。 

八千代台図書館からご報告いたします。 

詳細につきましては，上半期事業報告書３ページに記載してあり

ますので，後程ご覧ください。昨年度まで職員で対応していたおは

なし会につきましては，今年度から２名のボランティアさんと交代

で実施いたしております。また，初めての試みといたしまして，夏

休みの夜間開館日に児童を対象とした夜のおはなし会を開催いたし

ました。普段１７時以降は児童室を開放していないので，子供達が

いつもと違う図書館の雰囲気やおはなし会を楽しんでいたのが，と 
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ても印象的でした。 

他にも，夏休みのイベントとして，図書館に関するクイズや絵本

の中から指定したアイテムカードを探して集めるゲーム感覚のイベ 

ント，親子で参加できる工作を開催いたしました。また，実際にメ

ダカの卵に触れたり，生まれたばかりの稚魚を観察する「メダカの

育て方教室」も夏休みの自由研究の参考になったようで，とても好

評でした。毎年，参加者にはメダカをプレゼントしています。 

また，一般向けにも，月に１回はイベントや講座を開催しており

ます。イベント等は，利用者さん同士や利用者さんと図書館職員と

のコミュニケーションが図られる場として，必要ではないかと身を

もって感じております。 

今後も小さいお子さんから高齢者の方までが喜んで来館していた

だけるような身近な図書館づくりを目指したいと考えております。 

以上で八千代台図書館からの報告を終わります。 

勝田台図書館から報告させていただきます。 

昨年度に引き続き高齢者サービスの充実，ティーンズ世代へのサ

ービスの強化を基本方針として，図書館の利活用と発展に努めてま

いりました。事業内容につきましては，４ページをご参照いただけ

ればと思います。ティーンズ世代へのサービスとして，昨年度はポ

ップを学生さんにお願いして作ってもらいましたが，今年度は７月

に近隣高校の生徒さん達に依頼して，自分の手で展示コーナーを作

っていただきました。そうしたところ，ご家族の方やお友達の方と

連れ立って来館されました。その後も閲覧席で学習をする等，継続

的な図書館の利用が見られております。 

また，児童向けのサービスとして，工作講座の実施回数を増やし

ております。こちらは，家では，容易にできない工作を図書館で体

験できるということで，お家に帰ってから同じようなものを兄弟で

作ってみたとか，華道の講座で習ったことを活かし，毎月お花を買

って活けています，との嬉しい報告をいただいている状況です。 

その他，読書ノートを月平均で２０から３０冊配布しておりまし

て，読書ノートを埋めるために，図書館に来て本を読むという姿が

良く見られるようになりました。 

また，今年度で８回目となる図書館を使った調べる学習コンクー

ルにつきましては，保護者向けの講座や優秀作品のレプリカ展示等 
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を通じまして，参加人数の増加に努めました。応募総数が前年度よ

り２７作品増え２７５作品の応募がありました。優秀な作品は，賞

を授与されたこともございまして，今後も調べる学習コンクールに

力を入れていきたいと考えております。 

以上で勝田台図書館の報告を終わります。 

緑が丘図書館の上半期のご報告をいたします。 

資料５ページにございますとおり，基本方針といたしましては，

子育て世代向け及び児童向けサービスの充実を図ることと，学校や

地域との連携に力を入れて取組んでおります。また，一歩踏み込ん

だ接遇を目指して，居心地の良い図書館としていきたいと思いま

す。施設管理につきましても，利用者の皆様の要望にもできる限り

応えたていきたいと思っております。 

続きまして，事業内容といたしましては，クラフトコーラを手作

りしてみようという，コーラを手作りする科学講座を開きました。

緑が丘公民館の調理室を借りて，コーラの原料を図鑑で説明し，作

り方の手順がわかる本を紹介しながら進めまして，最後には皆でコ

ーラを飲んで楽しみました。 

それから，野菜から紙をつくる科学講座をやりまして，これはニ

ンジン・キャベツ・タマネギ等を細かく刻んで，かくはんして，紙

すきを行い紙作り体験した後に，「紙」をテーマに調べる学習をし

てみましょうということで，百科事典や図鑑を使って調べる学習を

行いました。調べる学習につきましては，小学校４校へ出張授業を

行いました。 

他にも，萱田中学校文芸部のメンバーへ新聞の作り方を指導し，

でき上がった新聞を図書館に展示，配布いたしました。DVD 上映

会は，参加希望者が増加しております。また，俳句と川柳の募集も

しておりまして，応募いただいた作品は，X（旧 Twitter）で公開

しております。また，平等利用を図るための方策として，ユニバー

サルデザイン絵本，LL ブックを集めております。また，常に１０

から１２のテーマを設けて本等を展示しており，利用者の方から

は，ディスプレーが素敵だとの投書をいただいており，このような

投書がありますと非常に励みになります。 

以上で緑が丘図書館の報告を終わります。 

次に，令和５年度の工事等について報告いたします。 
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大木委員長 

 

事務局 

 

片村館長 

今年度は，平成２７年度の中央図書館開館時に導入予定であった

自動出納書庫の整備に着手しており，令和７年２月の運用を目指し

ております。運用開始によって，２階の書庫に保管されている図書

が，自動的に１階へ運ばれてくるため，利用者の方へ迅速に提供で

きるようになります。 

また，開館から４０年経過している大和田図書館別館（児童室）

の雨漏りを解消するため，屋根等の改修工事を実施いたします。工

期は１１月から３月中旬までとなります。 

事務局からの令和５年度上半期事業報告については，以上となり

ます。 

有難うございます。 

今のご説明に対しまして，忌憚のないご質問やご意見等がありま

したらおっしゃってくださいますようにお願いいたします。皆様何

かございますか。 

はい，寒河江委員お願いします。 

感想から入りますけど，本当にいろいろな取組みをされてると思

いました。私は中央図書館にしか行ったことがありませんが，他の

図書館でも，様々な取組みをされていて，調べる学習コンクール，

夜のおはなし会やぬいぐるみのお泊まり会，実際に学生が展示を行

ったり，参加型が凄く多いと思いました。皆さんの図書館に来ても

らいたいという想いが，素晴らしいと思って聞いていました。各館

の特徴や来館される方の構成の違い等，それぞれ特長があると思い

ます。各館で個々にイベントを考えて開催されていますが，他館で

人気があったイベントを横展開して開催しているのか，それも含め

て質問ですが，新規の取組みが，毎年どの程度あるか教えていただ

けると有難いと思っております。 

有難うございます。 

今のご質問とご感想に関しまして事務局からお願いします。 

イベントにつきましては，各館で企画・開催をしておりますの

で，各館長から今年度の新規イベントを説明させていただきます。 

中央図書館の新規イベントにつきましては，今年度は，４，５件 
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開催しております。当館では，人気のあるイベントで定員から漏れ

てしまい，“残念”という声を結構いただくことがありまして，再

度，翌年度に開催することが多いです。また，他館との連携等につ

きましては，指定管理館では，巡回展示を行っております。例え

ば，中央図書館で行ったイベントを翌月は緑が丘図書館で開催する 

形で行っております。また，同じテーマで展示を行う等，連携をし

て事業を行っております。以上でございます。 

それでは，他の館も続けてご説明をお願いいたします。 

大和田図書館から説明させていただきます。今年度初めて行った

イベントといたしましては，報告書１０ページの１２番「夏休み科

学教室～煮干を解剖してみよう～」を開催いたしました。「煮干し

の解剖教室」を参考に，小学生が本と照らし合わせながら，実際に

本物の煮干しを解剖して，どこがどこのパーツか観察する教室を開

催いたしました。次に１３番の「夏のわくわく工作会＋おはなし

会」は２，３歳の親子向けに新規に企画したイベントになります。

また，以前に行ったイベントをグレードアップして開催したのが，

１１番の「夏の親子でチャレンジ」と１５番の「ぬいぐるみおとま

り会」になります。以上です。 

八千代台図書館が，今年度に新たに開催した講座につきまして

は，報告書１０ページの９番，１０番，１４番になります。９番の

「ぐりとぐらの帽子をつくろう！」は，皆さんも良くご存じの絵本

「ぐりとぐら」のトレードマークの帽子を画用紙で作る講座になり

ます。帽子の作り方が，福音館書店のホームページに掲載されてい

たことから，問合せをした上で，開催いたしました。親子で一緒に

作ろうということで，“赤”か“青”のどちらかの画用紙を選んでくだ

さいと説明をしたのですが，子供達から，たくさん折りたいとの声

が上がったことから，二色の画用紙をお渡ししました。最後には，

かわいい帽子をかぶって記念撮影を行いました。皆さんとても喜ん

で帰られました。１０番の「夜の図書館おはなし会」は，夜間開館

を木曜日と金曜日の夜７時まで行っております。通常は一般室しか

開放しておりませんが，この日に限り，児童室も開放いたしまし

た。夏休み中でまだ少し明るい時間帯でしたが，夜の図書館やおは

なし会を楽しんでもらう，少し変わったイベントを行いました。や 
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矢野委員 

はり子供達は，夜間の児童室には普段，入室できないので，凄く不

思議な感覚に包まれたようで，おはなし会の手応えを得ました。そ

の他１４番の「つまみ細工で可愛いはりねずみのブローチを作ろ

う！」こちらの講座は，私が以前に勤めていた公民館での講師の経 

験を活かし開催いたしました。公民館のユーザーさんが，図書館に

来られて，再び講座を行ってもらいたいとのリクエストから開催い

たしました。今年度は，新規に３つ講座を実施いたしました。以上

です。 

勝田台図書館から報告させていただきます。 

上半期は，昨年度と同様のイベントを継続して行っております。

理由といたしましては，先程，寒河江委員から，利用者に合わせて

イベントを開催しているのかというお話がありましたけれども，そ

のとおりでございまして，勝田台図書館は，ご高齢の方の利用が多

く，目新しいイベントを開催しても，なかなか人が集まらない弱み

がございます。そのため，工作等は内容が変わりますが，基本的に

は，リスクのあるイベントは行わないで，着実に利用者が集まるイ

ベントを実施しております。下半期には，重点的に高齢者に向けた

新規イベントを開催したいと考えております。以上です。 

緑が丘図書館において新規イベントといいますと，１１ページ６

番の「チャレンジ！本の名前で１００さつしりとり」，８番の「母

の日にカードをプレゼント」，１０番の「お父さんにカードを送ろ

う」，１４番の「コーラを手作りしてみよう」，１５番，16 番の

「野菜から紙を作ろう」の（科学講座編），（調べる学習編），１

８番の「防災ボトルって何だろう」が新規に実施した講座になりま

す。冒頭にもお話しいたしましたが，子供達や子育て世代に向けた

サービスに力を入れていることから，多くの親子に参加いただける

よう，比較的に新規イベントを実施しております。以上です。 

有難うございました。 

ご説明いただきまして，より深く理解できたと思いますが，他に

ご質問やご意見等はございますか。 

矢野委員どうぞ。 

「本だいすき！の会」の矢野です。私達が行っている，おはなし 
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会のメンバーも年齢が上がってきていて，このような場があるのな

ら伝えていただきたいと言われたことがあります。図書館は，障害

者や高齢者等に配慮されたバリアフリー化がなされていると思いま

すが，加齢等による身体機能の変化にともない，自力歩行はできる

けれども，図書館への足が遠くなってしまった人達がいます。これ

まで，子供達のために図書館を利用していたのですが，行くことが

難しくなってしまった，という意見が凄くありました。今はスーパ

ーへ買物に行かなくてもインターネットで購入することが，可能な

時代です。図書館へ来館いただいて様々なサービスを提供すること

は，とても良いことだと思いますが，図書館を利用したい，本を見

に行きたい，だけれども行くことができないとの声があります。昔

の移動図書館のように，図書館側が地域へ出ていくことを考えても

らいたいとお話がありました。 

次に子供達からになります。朝に子供達への読み聞かせを学校で

開かせていただいているのですが，読み聞かせをした本は，図書室

で借りられるのと聞かれます。いざ終わって図書室で聞いてみた

ら，その本は置かれていません。やはり各学校が持っている蔵書

は，図書館に比べると少ないと思います。学校によっては，新しい

本も入っていますが，やはり古い本が多い印象を受けます。私達も

置いて無いのか，本が置いて無いのに読んでごめんね，となりま

す。また，子供達に図書カードを持っていますかと聞いても持って

いないという子がいるので，市内の５つの図書館が，学校図書館み

たいになれば良いなと思っています。例えば図書館に置いてある検

索機が学校にあって検索や予約ができて，本が学校に届けられると

か。土日は，家族でどこかへ遊びに行くとなると，なかなか図書館

へは行けないので，だったら子供達が自分で検索をして，本が手元

に届いたらと思います。また，おはなし会をいろいろな所で開催し

ています。子育て支援課の放課後教室にも本を読みに行っています

が，そこでも本を借りることができればと思います。図書館に来て

もらうばかりではなくて，今はネットで何でも届く時代なので，図

書館の本が届けられると良いなと思います。もっと本が身近になっ

てほしいです。 

ブックスタート事業は，約８００冊程度を配布したとあります

が，実際に何割の人が取りに来たのでしょうか。全体で何人の赤ち

ゃんが対象だったのでしょうか。 
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大木委員長 

いくつかご質問をいただいております，一点目は図書館に行きづ

らい方に対して，どのようなサービスがあるかということでよろし 

いでしょうか。 

はい。 

それにつきましては，電子図書館といってインターネット上の図 

書館があります。実際に図書館に行かなくても，インターネットに

接続したパソコンやスマートフォンを使って，どこでも図書を借り

ることができるサービスになります。紙の本を読みたい方は，全て

の方ではないのですが，八千代市内に在住で，障害者手帳をお持ち

の方へ宅配サービスがございます。 

次に，お子さんが自分で図書館の本を検索して，選んだ本が自分

の所へ届けられるというサービスがあればということでよろしいで

しょうか。 

はい。 

本の検索は，図書館のホームページからできます。パスワードを

取得していただければ，お子さんでも自分が読みたい本を選んでリ

クエストをすることはできますが，本を届けることはできません。

予約した本が，用意できたら図書館から連絡をいたしますので，受

取りに来ていただくサービスになります。 

最後にブックスタートの配布数ですが，手元に正確な数字がなく

て申し訳ありませんが，ブックスタートの配布期間は，１歳になる

誕生日までになります。はっきりとした数字は，出せないのです

が，約５０％程度になります。 

補足させていただきます。 

ブックスタート事業になりますが，図書館年報の３２ページをご

覧いただきたいと思います。令和２年の１２月から配布の方法が変

わりました。以前は４か月赤ちゃん広場でお渡ししておりましたの

で，大体９０％以上の方に配布しておりましたが，現在は図書館へ

取りに来ていただいておりますので，約６割弱程度の配布となって

おります。 

有難うございました。 
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有難うございます。 

私にも孫や子供がいますが，絵本を受取りに行った時，図書カー

ドを作ったらと声を掛けたのですが，娘も娘の友達も要らないと言

っていました。なかなか図書カードの作成までいかないのが，少し

悲しいです。絵本を受取りに来た方々を図書カードの発行まで結び

つける方法はないのかなと思いました。 

家のパソコンで検索はできますけれど，家に帰ると違う事に興味

を持つため，やはりおはなし会を聞いた後に，図書室で借りたいと

思った時に，学校で親の許可が無くても借りられるように，学校と

もっと連携ができたら良いのにという感じの意味合いでした。 

今年から学校のタブレットで電子図書館を見ることができるよう

になりました。電子図書館の中で読み放題パックというものがあり

まして，小・中学生向きの本は，学校で見ることができるようにな

っております。 

長島委員お願いします。 

いつも有難うございます。学校現場は，いつも図書館の皆さんに

ご協力いただいており，以前から団体貸出や調べる学習コンクール

の説明等，本当に有難うございます。話題に出ました電子図書館の

件については，昨年度は試行で，本年度から全校でタブレットを使

ってできるようになりました。実は今日，私が出る前の午前中，４

年生が読書発表会をしようということで，電子図書館のページを開

いて活用していました。やはり凄く魅力的で，今までだったら，同

じ本を一斉に借りることは難しかったけれども，同じ本をクラスの

子達が全員読めて，それで例えばアニマシオンをやったり，ブック

トークがやれたり，凄く可能性が広がっていくのではないかなと思

っています。是非，充実させていただきたいと思います。年報に

「電子図書館使い方講座」がありましたが，例えば調べる学習コン

クールの説明と一緒にして電子図書館の使い方を教えていただいた

り，また，図書館見学行った時，図書カードを作りませんかと呼び

かけていただいたことがありましたけれども，その際に，図書カー

ドを持っていない子がいたら作る機会があると，もっと図書館を利

用する子供達も増えると思っているので，今後とも学校と協力させ

ていただいて，いろいろと教えていただければと思います。いつも 
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有難うございます。以上です。 

有難うございます。 

他に何かございますか。先程の矢野委員の質問で，移動図書館に

ついてありましたが，八千代市の図書館の設置場所は，偏ってると 

いうか，北側には余りないため，お子さん達や高齢者の方も利用し

づらいのではないかと考えたことがあります。特に子供は１人では

行けないわけですから。移動図書館は，私が引越してきた数十年前

は，巡回していたと思いますが，今は行ってないですよね。その辺

はいかがでしょうか。 

現在は，移動図書館のサービスは行っておりません。 

他にございますか。質問がないようなので，続きまして，議題

（４）「その他」に関して，事務局からございますか。 

次回の図書館協議会は，来年度の秋頃を予定しております。改め

て連絡をさせていただきますので，よろしくお願いいたします。 

委員の皆様，最後に図書館全般に渡り，何かご意見・質問等ござ

いませんでしょうか。 

はい，矢野委員どうぞ。 

メンバーの方から，どうして中央図書館だけが平日午前１０時開

館なのかという質問がありました。同じ市内の図書館のため，開館

時間を揃えていただいたら分かりやすいという意見をもらいまし

た。これは，仕方がないことですか。 

今のご質問に関して事務局からお願いします。 

申し訳ございませんが，その件につきましては，今はお答えがで

ませんけれど，開館時間を平日は１０時，土日を９時とした何か根

本的な理由があると考えております。 

条例で決まっておりますので，判明しましたら委員の皆様にご連

絡させていただきたいと思いますので，その対応でよろしいでしょ

うか。 
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では，後日ということでよろしくお願いします。 

他にありますでしょうか。 

寒河江委員どうぞ。 

質問ですが，中央図書館を利用していて，凄く新書が増えていて

嬉しく思うのですが，本をどのように選んでいるのでしょうか。何

か来館者とか，その構成とか，テーマとかで決めて選んでいると思

いますが，どのように選んでいるのか教えてください。 

中央図書館の片村でございます。ご質問頂きました選書に関し

て，基本的には当館の選書担当がおります。一般，児童，視聴覚，

学校等の連携団体等，各分野に担当者を配置しております。本に偏

りがあると困りますので，必ず２名以上で選書を担当しておりま

す。現在，スタッフの８割以上が選書に関わっている状況でござい

ます。また，同一スタッフが何年も同じジャンルの選書をしていま

すと，やはり偏りが出てしまいますので，任期を１，２年程度とし

ております。本を選ぶ基準につきましては，利用者からのリクエス

トも考慮させていただきます。また，毎週，公共図書館向けに，そ

の週に出版された新刊が載っている「週刊新刊全点案内」という情

報誌を利用して一次選書を行い，その選書リストを市の職員へお渡

しして承認を得た上で，購入しております。 

有難うございました。他に何かありますか。 

特にないようですので，本日の議題は全て終了いたしました。令

和５年度第１回図書館協議会をこれにて終了といたします。 

皆様，本日はお忙しい中，誠に有難うございました。 

 


